
小学校第６学年社会科学習指導案 

                       日時 平成２４年 ７月 １３日（金） 

                       指導者 ６年担任 教諭  恒松  龍治 

 

１ 単元名 「戦国の世は、どう統一されたの」（日本文教出版６年上 p60～p75） 

 

２  単元について 

（１）ねらいについて 

本単元は、学習指導要領の内容（１）－オ「キリスト教の伝来、織田・豊臣の天下統 

一、江戸幕府の始まり、参勤交代、鎖国について調べ、戦国の世が統一され、身分制度

が確立し武士による政治が安定したことが分かること。」を受けて設定されている。    

ここでは、信長・秀吉によって戦乱の世の中が統一され、家康が江戸幕府を開いたこ

とにより、長く安定した武士の基礎が作られたことがわかることをねらいとしている。    

この信長・秀吉・家康の三人は、性格や生き方は違うが、天下統一という願いをもっ

ていたという共通性がある。また、それぞれ個性的な人物で多くのエピソードや業績が

あるので、興味・関心を持ちやすく、三人を比較しながら天下統一の役割について考え

ることができる。 

また、身近な地域の教材として、人吉球磨地域に残る人吉城や朝鮮出兵時の記念碑等

を取り上げることができる。特に、人吉城は地域のお祭りなど、様々な形で直接的に体

験しているので、関心を持ちやすく、人吉城と各大名の城とを比較したり、関連づけた

りしながら、歴史的事象を多面的・多角的にとらえ、より広い視野から考えることがで

きる。さらには、戦国の世にあって 700年も人吉藩を守りぬいた相良氏の国や民を思う

気持ちを考えることができる。 

 

（２）系統について 

４年            ６年            中学校 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）児童の実態について 

  ※ 省略 

(4)近世の日本：イ 織田・

豊臣による統一事業とその

当時の対外関係のあらまし

を通して政府や社会の大き

な変化を理解させるととも

に、武将や豪商などの生活

文化の展開に気づかせる。 

(1)-オ 

 キリスト教の伝来、織田・

豊臣の天下統一、江戸幕府の

始まり、参勤交代、鎖国につ

いて調べ、戦国の世が統一さ

れ、身分制度が確立し武士に

よる政治が安定したことが分

かること。 

(5) 人々の生活の変化

や人々の願い、地域の

人々の生活の向上に

尽くした先人の働き

や苦心を考えるよう

にする。 



（４）指導にあたって 

○ 単元導入や一単位時間の導入場面では、時代の様子が分かる「屏風絵」や群雄割

拠の時代といわれる戦国の世が捉えられる資料を電子黒板等で提示することで、学

習への意欲を持たせたい。また、拡大提示による説明や気づきへの書き込みにより、

課題への焦点化を図ることで、問題解決的な学習による児童の主体的な学びが生ま

れるようにする。 

○ 天下統一をより身近なものとしてとらえるためには、身近な地域の人々がその時

代をどのように生きていったのか、その生きざまを自分のものとしてとらえるよう

にする。そこで、単元終末には 700年もの間、人吉藩を守り続けた相良氏を取り上

げ、自作の教材を作成し、視覚的にとらえることができるように提示して、その政

策や国づくりの思いに迫ることができるようにしたい。 

○ 「自分が思う天下統一の立役者」という単元を貫く課題を設定し、３人の武将の

それぞれの政策や人柄、３人の関係、戦国の世の様子などを調べる学習の段階にお

いて、「考えの共有」のための根拠を明らかにする資料を準備できるようにする。 

○ 全体で練り上げる場面では、電子黒板に考えを書いたノートやシート、各種の資

料を映し出しながら自分の考えの主張点に書き込みを加えながら伝え合うことで、

「考えを共有」し、学びを広げ・深めることができるようにする。 

○ 「みつめる」「さぐる」「ふかめる」「広げる」といった問題解決的な学習の展

開を図っていくとともに、「自分が思う天下統一の立役者」という単元を貫く学習

課題を設定することで伝え合い活動による言語活動の充実を図ることができるよう

にする。また、自作の地域教材を提示することで、戦国時代を生き抜いた諸国の大

名の思いに迫り、天下統一の大きな流れを比較対照させながら学習を進めていきた

い。 

○ 自己評価を行い、学習を振り返る時間を設けることにより、児童一人一人の社会

的な思考力・判断力・表現力の深まりといった学習状況をつかむことができるよう

にする。また、その状況により、支援が必要な児童に対しては個別に対応し適切な

支援を行うようにする。どのようなことに力点をおいて指導するか、授業形態をど

のようにするか述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用ポイント 

 ・電子黒板を活用して歴史上の人物や地図帳を拡大提示することで、社会科学習の

基礎的・基本的事項を本時の学習に関連させながらスキル的に身に付けさせる。 

 ・導入時の学習のふり返りでは、地図資料を拡大提示し説明を加えることで、本時

の課題に対して興味をもたせるとともに焦点化を図る。 

②児童の活用ポイント 

・展開における「自分が思う天下統一の立役者」を話し合う場面では、自分の考え

をより分かりやすく説得力あるものにするために、自分の考えの根拠となる資料

をタブレット PC や電子黒板で共有しながら、書き込みを加えて話し合うことが

できるようにする。 



３ 単元の目標 

長篠の戦いや戦国の世の統一に関心をもち、天下統一をすすめた信長、天下統一をな

しとげた秀吉、全国支配を固めた家康について調べ、戦国の世が統一されたことが分か

り、国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。 

 

４ 単元の評価規準  

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な思考・ 

判断・表現 

観察・資料活用 

の技能 

社会的事象について

の知識・理解 

信長・秀吉・家康の

天下統一のための業

績に関心を持ち、年表

などの資料を活用し

て意欲的に調べ、考え

ながら追求している。 

天下統一にかかわ

る人物の働きや当時

の代表的な文化遺産

について問題意識を

持ち、学習の見通しを

もって、自ら調べ、自

ら考えながら解決し

ている。 

天下統一がすすめら

れた頃にまつわる地域

教材の資料や年表など

を活用しながら、天下

統一にかかわる人物に

ついて調べ、分かった

ことを学習シートにま

とめている。 

戦国の世を統一す

るために、信長・秀

吉・家康がすすめた

業績について理解し

ている。 

 

５ 指導計画及び評価基準（６時間取扱い） 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 思 技 知 評価基準・評価方法 

１ 「長篠の戦い」の

絵をもとに、戦国時

代の様子について話

し合い、学習課題を

作成する。 

長篠の戦いの屏風絵

から３人の武将の関係

に気づかせるととも

に、新たな疑問から学

習課題を持たせる。 

 

◎ 

 

○ 

  信長・秀吉・家康の立

場の違いを理解し、三人

の武将の天下統一に関

心を持ち、学習課題を考

えることができる。 

２ 織田信長はどのよ

うに天下統一をすす

めたのか調べ、まと

める。 

信長の戦いが分かる

資料を掲示し、勢力を

のばしていく様子や信

長の政策、業績につい

て理解できるように支

援する。 

   

○ 

 

◎ 

信長は、戦術やキリス

ト教の保護など、新しい

考え方によって戦国大

名を滅ぼし、勢力をのば

していったことが分か

る｡ 

３ 秀吉はどのように

して天下統一をなし

とげたのか調べ、ま

とめる。 

秀吉が行った検地と

刀狩りの内容を教科書

や資料集で調べ、その

目的について考えさせ

る。 

   

○ 

 

◎ 

秀吉は検地や刀狩り

などの政策によって全

国を統一し、武士の支配

する社会の仕組みを整

えたことが分かる。 



４ 家康は全国支配を

どのように固めたの

かを調べ、まとめる。 

関ヶ原の戦いや江戸

幕府を開いたこと、武

家諸法度を出したこと

などを調べ、家康が全

国支配を固めていった

ことが分かるようにす

る。 

   

○ 

 

 

◎ 

関ヶ原の戦いに勝利

した家康が全国の支配

を固め、江戸幕府の基礎

を築いたことが分かる。 

５ 信長・秀吉・家康

の業績をふり返り、

それぞれの武将のす

ぐれたところを話し

合いながら、天下統

一への道について、

自分の考えをまとめ

る。 

３人の武将の天下統

一のすすめ方や業績か

ら、３人の個性をとら

えるようにする。また、

３人の働きにより、天

下統一が成し遂げられ

たことについて理解で

きるようにする。 

  

◎ 

 

○ 

 三人の武将の天下統

一の働きをもとに、それ

ぞれの長所をとらえ、天

下を統一した立役者に

ついて自分なりの考え

を持つことができる。 

６ 戦国の世にあって

700 年も続いた人吉

藩の藩主である相良

氏と、３人の武将と

のかかわりについて

考える。 

信長・秀吉・家康の

武将に仕えながらも、

自分の国や民を守りた

いと願う人吉藩の大名

である相良氏の思いを

考えるようにする。 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 人吉藩を 700年も守り

ぬいた相良氏に関心を

持ち、戦国時代を生き抜

いていった相良氏の思

いを考えることができ

る。 

 

 

 

６ 本時の展開 

（１）目標  信長・秀吉・家康の業績をふり返り、それぞれの武将のすぐれたところを

出し合いながら、天下を統一した立役者について自分なりに考えることがで

きる。 

（２）展開 

過

程 

学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT活用 

導

入 

７

分 

１ ３人の武将の業績をふり返る。 

(T)これまで調べてきた３人の武将

の天下統一についてふり返って

みましょう。 

(C)各武将の性格がよく表れていま

した。 

 

 

・これまでの学習をふり返り、３人の

武将のそれぞれの役割や性格を確認

させたい。 

・導入時に一度判断した自分の意見や

学習したことからめあてに迫らせた

い。 

電子黒板 

めあて  自分が思う天下統一の立役者は誰か？ みんなで話し合おう！ 



展

開 

35 

分 

２ ３人の武将のそれぞれのすぐ

れたところをまとめる。 

(T)それぞれの活躍ベスト３をあげ

て比べてみて、天下を統一した

立役者は誰かを考えてみましょ

う。 

 

 

３ 自分たちが思う天下統一の立

役者について考えを話し合う。 

(1)グループで話し合う。 

(2)全体（一斉）で話し合う。 

 

 

 

 

 

(C)３人の武将はそれぞれに個性を

出しながら、政策を受け継いで

天下統一をはたしたので立役者

は３人。 

(C)信長は、新しいやり方を取り入

れたので立役者にふさわしい。 

(C)秀吉は、社会の仕組みを整える

努力をしたので立役者だ。 

(C)家康は、辛い時をじっくり乗り

越えて、力を蓄えながらチャン

スを待つことができたので立役

者だ。 

 

４ 自分の考えをまとめ、天下統一

の立役者に手紙を書く。 

能動型学習（ポイント） 

信長・秀吉・家康の３人の武将の

業績について、それぞれベスト３を

挙げさせ、比較することで、誰が天

下統一のために活躍したかを判断さ

せたい。 

 

・グループから全体へと学習形態を広

げることで、自分の考えに広がりや

深まりが出てくるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準Ｂ基準に加え、自分の考えの根

拠となるいくつかの資料を関連させ

ながら考えることができている。 

〈Ｂ基準に達していない児童への手立て〉 

・個別に言葉掛けを行い、業績を再度ふり

返らせるとともに、その政策が及ぼした

影響を具体的に考えさせる。 

徹底指導（ポイント） 

   手紙を書く活動により、自分の考

えを明確にして学習をまとめられる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

タブレッ

トＰＣ 

 

電子黒板 

 

実物投影

機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

終

末 

３ 

分 

５ これからの自分の生き方を見

つめる。 

・これまで学習してきた３人の武将の

生き様に迫り、自分の生き方を見つ

めさせたい。 

・統一された側の武将に迫るという、

次時の学習への意欲づけを図る。 

 

 

【言語活動】話し合い活動 

 自分の考えを広げたり深め

たりするために、話し合い活動

を行う。 

◆思考・判断・表現 (シート) 

Ｂ基準３人の武将の天下統一の働き

をもとに、それぞれの長所をとら

え、天下を統一した立役者は誰かに

ついて自分なりの考えを持つこと

ができている。 


